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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月21日(2016.4.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　また、突出部１１０（厚肉部１１１）の端面Ｓ１１０を、カバー部材１１全体としての
－Ｙ方向の端面である形成部対向面Ｓ１１よりも＋Ｙ方向に距離ｄ２だけオフセットさせ
ることによって隙間１９０を形成し、且つ、かかる隙間１９０の底面と、ガス流入口と対
向する斜面Ｓ１０１の下端とを接続している。このため、斜面Ｓ１０１を流れ落ちる液体
の水を、隙間１９０を介して排水口１２１に向かわせることができる。加えて、隙間１９
０の底面（第３の面Ｓ１３）を、＋Ｘ方向に沿って下方に傾斜して形成しているので、隙
間１９０において水が排水口１２１に向かうことを促進できる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　　５…燃料電池システム
　　７…燃料電池
　　１０…気液分離器
　　１１…カバー部材
　　１２…気液分離器形成部
　　１３…貯留部
　　２０…水素タンク
　　３０…エアコンプレッサ
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　　４０…循環ポンプ
　　５１…遮断弁
　　５２…インジェクタ
　　５３…排気排水弁
　　５４…三方弁
　　５５…圧力調整弁
　　６１…燃料ガス供給路
　　６２…燃料ガス循環路
　　６３…燃料ガス排出路
　　７１…酸化剤ガス供給路
　　７２…酸化剤ガス排出路
　　７３…バイパス流路
　　８０…第１のエンドプレート
　　８１…第２のエンドプレート
　　８２…ターミナルプレート
　　８３…ターミナルプレート
　　９０…セルスタック
　　１１０…突出部
　　１１１…厚肉部
　　１１２…薄肉部
　　１２０…排水流路形成部
　　１２１…排水口
　　１２２…排水流路
　　１５１…第１底面
　　１５２…第２底面
　　１５３…第３底面
　　１６０…第２内壁部
　　１９０…隙間
　　２０２…第１内壁部
　　２１０…ガス供給路
　　２１１…ガス供給路形成部
　　２２０…オフガス排出口
　　２２１…囲み部
　　２２２…第１壁部
　　２２３…第２壁部
　　２２４…第３壁部
　　２２５…排出流路
　　５００…弁装置
　　５１０…接続部
　　５１１…連通流路
　　５１２…底面
　　５１２ａ…底面
　　５１２ｂ…底面
　　Ｓ１３…第３の面
　　Ａｒ１…領域
　　Ａｒ２…領域
　　Ｇ１…隙間
　　Ｓ１１…形成部対向面
　　Ｓ１４…第４の面
　　Ｓ２３…第１の面
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　　Ｓ２４…第２の面
　　Ｓ８０…カバー対向面
　　Ｓ１０１…斜面
　　Ｓ１０２…壁
　　Ｓ１０３…壁（天井面）
　　Ｓ１１０…端面
　　Ｓ１１１…端面
　　Ｓ１５１…壁面
　　Ｓ１６１…端面
　　Ｓ２２１…端面
　　ＳＤ…積層方向
　　Ｗ１…水
　　Ｗ２…水
　　ＷＳ１…液面
　　ＷＳ２…液面
　　ＷＳ３…液面
　　ＷＳ４…液面
　　ｄ１…距離
　　ｄ２…距離
　　ｄ４…距離
　　ｐ１１…最下点
　　ｐ２１…最下点
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図５】
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